
研究概要
　「歴史建築」や「文化財」は、それの価値があ

ると認められた時点で政府に保護され、そして再

利活用なり、保存なり、様々な用途が考えられる。

それら全ての行為は、建築そのモノの保存再生を

することでなく、戦争中銃に打たれた壁穴、偉人

が住んでいた屋敷、時の流れと共に欠けたレンガ、

その建築物にあった「物語」の継承であるのだ。

だが、歴史文化価値を持つ建造物は宝物のように

保護されることに対して、どこにでも見かけられる

ような庶民建物は、それほどの注目は浴びられて

いない。それらの建造物は時代に追いつけなかっ

たり、老朽化したり、住む人の需要に満足できな

かったりすると壊され、建て替えられる。

　台湾に多く存在する長屋の価値とは、歴史的建

造物が持つ客観的視点から捉えられる価値と違い、

建築自体それの価値や、目に見えるようなもので

はなく、それは台湾に住んでいる人々が長年経て、

長屋住居への頼りと国民の民族性、意識の継承を

引き継ぐような存在であり、台湾を代表するアノニ

マス建築であると思い、今後時代の変遷に応じて、

今まで長屋の使われ方と異なる切り口で改めて長

屋のヴァリューを見直し、長屋再生の方法論を探

求することが本研究の幹である。

長屋再生論
　長屋再生論とは、特定した長屋に対するリノベー
ションの提案ではなく、比較的に多く存在する長屋

の形式をリサーチ、そして分類し、それら大量に建

てられてきた様々な長屋に対応できるイメージをカ

タログ化したアイデア集である。

それら再生の提案をカタログ化する事により、バ

リエーションの広い提案が可能になり、その中に

は、町のような大きなスケールから、建築単体ま

で、長屋の現状に対する解決するような提案もあっ

たり、ちょっと遊んだ空想のような提案もある。
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台湾における長屋の考察と共にカタログ化した再生提案に関する研究

　メインディッシュのカタログアイデア集をご覧にな

る前に、前菜となる長屋の物語を案内する「ガイドブッ

ク」が第一冊の手引きとなり、そして「基礎カタログ

アイデア集」が第二冊。続いて第三冊の「応用カタ

ログ集」とは、自ら第二冊基礎カタログを用いて設

計に応用した「試作集」である

　長屋リノベーションガイドブックは、辞典のような

存在ではなく、本屋に置かれている料理のレシピ、

日曜大具のDIYガイドブック。そのような本を眺める

気持ちで、見ていただければ良いと考える。いつか

それらのアイデアが、長屋に住んでいる人、これから

住む人のヒントになればいいと思うし、長屋に住ん

でいる人でなくても、台湾に存在する多くの長屋に

は無限の可能性があると伝わり、少しでも長屋の可

能性を考えさせられるようなガイドブックになること

を願う。

再生プロセス
リノベーションプロセスは、まず、長屋の

持ち主からカタログイメージ集を参照し、

お買い物感覚で気になるイメージをピック

アップする。そこから建築背景を持つ専門

家による実施の分析が必要となり、そのま

ま提案を使うことは当然可能だが、もし個

体差による実施ができない部分があれば、

カタログをイメージベースとし、専門家の

判断により個体差に合わせた修正作業が必

要となる。

また、町面積の長屋リノベーション提案の

場合は、建築家、あるいは都市計画の専門

家による提案が必要となり、カタログイ

メージを町に住む住人への提案と説得。そ

して大きな全体像が決まったら、また個人

リノベーションの場合と同じく、住人の需

要に応じた個体へのカスタマイズができ

る。

　

再生アイテムの番号とタイトル

アイテムの紹介文

アイテムの解説イラスト及びダイアグラム

Index
アイテムに対応できる長屋
のタイプを示すアイコン

Operation
再生に用いる具体的ハード面に
対する操作手法を示すアイコン

Genre
再生が行われるソフト面
の内容を示すアイコン

長屋リノベーションアイデア集 カタログページマニュアル



  端型長屋                  

  アーケード付き長屋            

  直入式長屋                        

  角型長屋                  

  前庭付き長屋                  

インデックス オペレーション ジャンル

再生の内容はどのような長屋、どのような形態に適
応しているかを示す

再生に用いる物理的な操作方法 再生の内容を示す

新しい空間や、ボリュームを追加する手法
容積 - 増

容積 - 減
既存建築のボリュームを減じる手法

空間の結合
部屋の仕切り壁を無くしたり、スラブを除いだり、
分節された空間のボリュウームを一つにまとめる手
法

機能の追加及び変更
建築物理自体は変更せず、元の機能と異なる機能（使
用方式）を入れ変わる

装置の追加
既存の街屋に新たな装置を付け加える手法、既製品
や、新たな街屋に特化した製品開発も可能である。

サステナビリティー
既存の建物に構造的の補強や建物の寿命を伸ばす手
法

オープン
元々私的長屋住居空間を公共的に開く手法

サービス
住民（市民）のためのプログラム作り、あるいは
見直し

エコロジー
住環境や地球に優しいエコロジーの提案

プロダクト
既製のプロジェクトの追加や街屋に特化した製品
開発にもつながる

セキュリティー
防災、防犯の強化、あるいは見直し

バリエーション
住戸のタイプの変更や空間のバリエーションの豊
富化

パッシブデザイン
既存の建物に構造的の補強や建物の寿命を伸ばす
手法

アピアランス
建物の外観を変える



24 25

屋上のスラブを無く
し、最上階を完全開放
的の空間として利用す
る。

周りに四面の壁に囲ま
れているため、中でス
ポーツをする事ができ
たり、パーティーやバ
ーベキューもできる。

外観から見ても隣の町
やと変わらず、プライ
バシー性保ている。

004
ルーフ
ユーティリゼーション

34 35

街屋の長い奥行を利用
して棚田のように面積
を削ることで、各平面
に広い外部平面積が取
れるようになり、各階
の空間も良い日当たり
が取れる。
そして街屋のオーナー
が使わない階の空間を
商業店舗として貸出す
ることができる。

または店舗の使用用途
によって外部テラス空
間を活用できる。例え
ばカフェのテラス席
や、芝生を生えて近所
人が座ってゆっくりで
きる場所にもなると考
えている。
貸し出している家賃も
オーナーの収入にな
る。

008

ステアハウス

住居

カフェ

店舗

店舗
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建設された当時の街屋
は大体バルコニーの奥
行が浅く、洗濯物や盆
財置きとして使えるよ
うなスペースぐらいし
かない。

壁を内側にセットバッ
クすることで、バルコ
ニーの使え方が広が
る。

例えば家族全員がテラ
スで食事ができたり、
ハンモックをかけて休
んだり、もしくはバー
ベキューもできる。

005 - 1

ワイドバルコニー005
バルコニー拡幅

建設された当時の街屋は
大体バルコニーの奥行が
浅く、洗濯物や盆財置きと
して使えるようなスペース
ぐらいしかない。

壁を内側にセットバックす
ることで、バルコニーの使
え方が広がる。

例えば家族全員がテラスで
食事ができたり、ハンモック
をかけて休んだり、もしくは
バーベキューもできる。
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001

アーケードパーキング

元々徒歩者空間である
アーケード下の通路は
車やバイクに停めら
れ、人のが外の道路側
に出て、遠回し通らな
いといけないのがよく
ある。

そのために機械式の駐
車場を増設すること
で、車を自宅前の通路
に納められつつ、徒歩
者も安全に歩ける。

28 29

案 005 の前庭と直入式
長屋に対応した提案に
対して、005-1 は端っ
こ長屋に対応可能とな
る提案。

三面外に面するのは端
っこ長屋の特徴であ
り、前面だけでなく、
側面もバルコニーする
事によって、より多く
日当たりを取り入れら
れたり、外部空間が増
える。

005 - 2 

ワイドバルコニー

38 39

二軒近隣街屋持つ人を
対象としての提案。
二軒町屋間の壁を無く
すことで利用できる面
積が二倍なると同時に
平面を再構成する事に
より、空間利用のシー
ンが広がる。

60 年代に建てられた街
屋を見本とした提案
（一階と二階のみ）

左側 - 旧平面
右側 - 新平面

010
タウンハウス
インテグレーション

寝室

寝室

寝室

バストイレ

寝室

寝室

寝室

バストイレ

キッチン

リビング

トイレ

収納

キッチン

リビング

通路

トイレ

収納

キッチン

トイレ

リビング

収納部屋

ガレージレンタル
オフィス

通路

収納

A案

-特徴-
- 各階同じような
平面構成を得ら

れる

- 外部空間が広
く日当たりが良く

とれる

B案

-特徴-
- 交錯的な空間

- 二層分の天井
高を得られる

スラブを取り除く

20 21

土地が高価の都心部になか
なか緑地が少なく、普段の
犬散歩や、憩いの場所に行
きたい度にバイクや車で行
かなければいけない。

地面に緑地を作るではな
く、ある敷地範囲を選び、
そして建物の高さ、配置、
道路形状に合わせて屋上に
緑地を作る。

002

ルーフパーク
002
屋上市民公園

土地が高価の都心部にな
かなか緑地が少なく、普段
の犬散歩や、憩いの場所に
行きたい度にバイクや車で
行かなければいけない。

地面に緑地を作るではなく
、ある敷地範囲を選び、そし
て建物の高さ、配置、道路形
状に合わせて屋上に緑地
を作る。

30 31

両側の壁は隣の家と共
有するのが街屋の特徴
であり、そのために採
光がよくないのも街屋
の弱点である。

建築物の中間位置のス
ラブと屋根を取り除い
て外部空間の吹き抜け
にし、さらに吹き抜け
の底で蓄水池を作る提
案を考えている。

そうすることで雨水が
池に溜まり、家庭用水
として使える。さらに
入りにくかった光も吹
き抜けを通して入りや
すくなる。

006 

パシッブハウス _1

006
トップライト、蓄水池

両側の壁は隣の家と共有
するのが街屋の特徴であり
、そのために採光がよくな
いのも街屋の弱点である。

建築物の中間位置のスラブ
と屋根を取り除いて外部空
間の吹き抜けにし、さらに吹
き抜けの底で蓄水池を作る
提案を考えている。

そうすることで雨水が池に
溜まり、家庭用水として使え
る。さらに入りにくかった光
も吹き抜けを通して入りや
すくなる。

22 23

入居者の減少などの理
由によって、生活に必
要な面積が少なくなる
ため、最初建てられた
面積に余計の空間が生
まれてくる。

三、四階だけ住居の空
間として残す、一階二
階空間を無くして、イ
ベントホールとして貸
出することができる。

イベントのないときは
駐輪場として使用した
り、道路に対して横の
動線となったりするこ
ともできる。

003

オープングラウンドフロア

増設階段

構造鉄骨柱

32 33

家族メンバー異動する
ことによって住宅面積
の使用率が下がる際
に、余りの面積を利用
してレンタルオフィス
やコワーキングスペー
スとして有効利活用提
案を考えている。

貸し出している家賃も
オーナーの収入にな
る。

007

レンタルオフィス

住居
住居

住居

オフィス

オフィス

54 55

チラシや広告の無断張
り付けが台湾で街中で
よく見かける風景であ
り、自宅前のアーケー
ド柱が張られると困る
ことが多くある。

それを防止するために
柱を囲める柱カバーの
提案。
柱カバーはフッ素でコ
ーティングした素材が
使われて、「フッ素」
ははさみによく使われ
ている素材で、ノリが
粘着しにくいのが特徴
である。

017

シール貼り付け防止カバー
017
シール貼り付け防止
カバー

広告チラシの無断張り付け

柱カバー

フッ素コーティング

チラシや広告の無断張り付
けが台湾で街中でよく見か
ける風景であり、自宅前の
アーケード柱が張られると
困ることが多くある。

それを防止するために柱を
囲める柱カバーの提案。
柱カバーはフッ素でコーテ
ィングした素材が使われて、
「フッ素」ははさみによく使
われている素材で、ノリが
粘着しにくいのが特徴であ
る。
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019 
スカイガーデン

なかなか都市で農作する
事は難しいことであるため
、都心住まいの人にも農作
ができる提案を考えた。

道路に面している街屋の間
に高さ違いのスラブを建て
、あらに軽量土で埋め込み、
農作できるような環境を作
る。
高さ違いにより、自然光は
スラブの隙間から入れる事
ができる。さらにスラブを
支える柱は通行する車の邪
魔にならないように、道路
真ん中の車線に立たせる。

各平面をつなぐ階段

道路の中心に立つ柱

なかなか都市で農作する事
は難しいことであるため、
都心住まいの人にも農作が
できる提案を考えた。

道路に面している街屋の間
に高さ違いのスラブを建
て、あらに軽量土で埋め込
み、農作できるような環境
を作る。
高さ違いにより、自然光は
スラブの隙間から入れる事
ができる。さらにスラブを
支える柱は通行する車の邪
魔にならないように、道路
真ん中の車線に立たせる。

018

スカイガーデン
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屋台は台湾で良く見か
けられる、台湾のロー
カル文化であり、生活
上でも欠かせない存在
である。

屋台の種類は大勢あ
り、車輪がついた移動
式の物や、簡単の折り
畳みテーブルや、もっ
とガッツリしたコンロ
つきの物もある。

私は壁に内蔵できる折
り畳みテーブルを提案
する。使う際にテーブ
ルを下ろし、営業時間
外はテーブルを壁に納
められ、テーブルはア
ーケードを通る人の邪
魔にはならず、住民も
通常通りにアーケード
を利用できる。

019 

屋台柱

020
屋台柱

屋台は台湾で良く見かけら
れる、台湾のローカル文化
であり、生活上でも欠かせ
ない存在である。

屋台の種類は大勢あり、車
輪がついた移動式の物や、
簡単の折り畳みテーブルや
、もっとガッツリしたコンロ
つきの物もある。

私は壁に内蔵できる折り畳
みテーブルを提案する。使
う際にテーブルを下ろし、営
業時間外はテーブルを壁に
納められ、テーブルはアー
ケードを通る人の邪魔には
ならず、住民も通常通りに
アーケードを利用できる。

1 2

3 4

40 41

高密度の都市の中で、運動
したいときにジムに通う事
はたくさん人の選択しであ
る。

ジムだけではなく、街屋に
囲ってジョギングルートを
作ることで、市民に新たな
運動する場所を提案する。

お金かからない一方に都市
風景も楽しめる。

011

ランニングレーン
011
ジョギングパーク

ジョギングパーク

高密度の都市の中で、運動
したいときにジムに通う事
はたくさん人の選択しであ
る。

ジムだけではなく、街屋に
囲ってジョギングルートを
作ることで、市民に新たな
運動する場所を提案する。

お金かからない一方に都市
風景も楽しめる。

42 43

012
クーリングシステム

散水ノズルパイプ

北回帰線が通っている島国
の台湾は一年中熱い気候
を持つのが一般的である。

アーケードの天井に農業用
の散水パイプを設置、雨水
を収集して、人通りがある程
度の密度に上回ったら、セ
ンサーの感知によって散水
するシステム。

場所は人通りが多い商店街
などを想定している。

北回帰線が通っている島国
の台湾は一年中熱い気候を
持つのが一般的である。

アーケードの天井に農業用
の散水パイプを設置、雨水
を収集して、人通りがある
程度の密度に上回ったら、
センサーの感知によって散
水するシステム。

場所は人通りが多い商店街
などを想定している。

012

クーリングシステム
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013
アンダーアーケード

光を取り入れるため、マット強
化ガラスを既存床に嵌め込む

地下商店街、ギャラリー

土地面積有効の都市地で、
新しい商業、カルチャー、教
育など施設の発展はいる程
度の難易度とコストがかか
ると考えている。

最も有効利活用できるよう
に、アーケード空間の下に
掘り込み、一階アーケード
空間は元の機能を果すこと
ができつつ、地下空間は街
屋の持ち主が自由に利用
できように考えている。

土地面積有効の都市地で、
新しい商業、カルチャー、
教育など施設の発展はいる
程度の難易度とコストがか
かると考えている。

最も有効利活用できるよう
に、アーケード空間の下に
掘り込み、一階アーケード
空間は元の機能を果すこと
ができつつ、地下空間は街
屋の持ち主が自由に利用で
きように考えている。

013

アンダーアーケード
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014

アーケード柱補強

土地面積有効の都市地
で、新しい商業、カル
チャー、教育など施設
の発展はいる程度の難
易度とコストがかかる
と考えている。

最も有効利活用できる
ように、アーケード空
間の下に掘り込み、一
階アーケード空間は元
の機能を果すことがで
きつつ、地下空間は街
屋の持ち主が自由に利
用できように考えてい
る。

014
アーケード空間補強

既存柱

コンクリート

角鋼材
(500X500)角鋼材

(200X400)

初期(60-70)建てられた街
屋は現代において構造強
度不足のが現状、特に一階
のアーケード空間。
地震が来た時に2-4階建物
の重力で一階をつぶれる事
が多くあった。

アーケード柱の補強を考え
て、既存柱の外側により
100mm太い角鋼材で囲み
、間の間隔はコンクリートで
埋め込む。

48 49

街屋と街屋間の空地
や、壊された街屋の敷
地を利用してロックク
ライミングを作る。

なかなか都心部ででき
ない運動を実現するこ
とができる。

015

ボルタリング
015
ロッククライミング

街屋と街屋間の空地や、壊
された街屋の敷地を利用し
てロッククライミングを作る
。

なかなか都心部でできない
運動を実現することができ
る。

外付けしたボル
ダリングウォール

50 51

自宅の空き空間を利用
し、二階スラブを取り
除いて、もっと天井高
が高い空間にすること
で棚田状の席を作るこ
とができつつ、映画の
映りももっと大きくな
る。

アーケードを通る際に
映画の上映情報をチラ
ッとみて興味のある映
画であれば気楽には入
れて、映画館よりも安
い料金で鑑賞すること
ができるように考え
て、同じ地域に住んで
いる住民同士も仲良く
なれる。

016

長屋映画館 - 1
016
街屋映画館

映画の上映情報

自宅の空き空間を利用し、
二階スラブを取り除いて、も
っと天井高が高い空間にす
ることで棚田状の席を作る
ことができつつ、映画の映り
ももっと大きくなる。

アーケードを通る際に映画
の上映情報をチラッとみて
興味のある映画であれば
気楽には入れて、映画館よ
りも安い料金で鑑賞するこ
とができるように考えて、同
じ地域に住んでいる住民同
士も仲良くなれる。

52 53

前庭を持つタイプ長屋
の庭空間をパブリック
スペースとして住民に
開き、映画が上映して
いる際に通りかかる人
も入って観賞すること
ができる。

016-1 

長屋映画館 - 2

76 77

バイクは台湾で一番良
く使われる交通手段で
ありながら、駐輪も車
と比べて比較的にしや
すい。
しかしアーケードや歩
道通路にバイクが止め
られ、徒歩者の妨げに
なる事も少なくはな
い。

使われなくなった長屋
は市政府が買収し、長
屋の内壁を無くした上
でさらにエレベーター
を増設することでバイ
クのパーキングタワー
に変える。

一時駐輪したい人や、
家にパーキングが難し
い人を使用者として想
定している。

028

バイクパーキング

78 79

都心部の駐車問題は万
国共通で、特に台北の
ような土地の高いとこ
ろに新しい駐車場を設
ける事はなかなか難し
い事である。

使われなくなった長屋
は市政府が買収し、破
壊するのではなく、長
屋の躯体を利用し、循
環式のパーキング設備
と建築構造補強を加え
て、パーキングタワー
に変える提案である。

029

パーキングタワー

80 81

長屋細長い空間の特徴
を利用し、階段を建物
の中心とした客室を区
切る操作方法。

階段前半の空間は後半
と比べて比較的に広い
ので、家族単位とした
3~4 人の客室設定。

後半はカップルやシン
グルの客室設定と共用
空間として設定してい
る。

030 

民泊施設

62 63

022
集合住宅化

街屋一棟に対して一世帯の
家族が住めるのは今までの
暮らし方だったが、連棟す
る街屋の特徴を生かして、
集合住宅化を提案する。

例えば四層建ての建築を四
世帯に分けて、もしくは一
階を店舗として利用もでき
る。
さらに立面を奥に押し出し
て廊下の幅を作り、建築の
共用壁を無くす。

街屋に欠かせたエレベータ
ーの動線を含めて提案する
。

エレベーター増設

一世帯

三世帯 十五世帯

店舗

五店舗

共用壁を取り壊し

立面壁セットバック

街屋一棟に対して一世帯の
家族が住めるのは今までの
暮らし方だったが、連棟す
る街屋の特徴を生かして、
集合住宅化を提案する。

例えば四層建ての建築を四
世帯に分けて、もしくは一
階を店舗として利用もでき
る。
さらに立面を奥に押し出し
て廊下の幅を作り、建築の
共用壁を無くす。

街屋に欠かせたエレベータ
ーの動線を含めて提案す
る。

021

アパートメントハウス

64 65

街屋を利用したコワー
キングスペースの提
案。

二棟の建物を利用する
事によって、片方はコ
ーキングスペース棟と
して利用し、片方は事
務的スペースとして利
用する。

022

コワーキングスペース

023
コワーキングスぺース

街屋を利用したコワーキン
グスペースの提案。

二棟の建物を利用する事に
よって、片方はコーキングス
ペース棟として利用し、片方
は事務的スペースとして利
用する。

内壁の増設により、内部空間
が再分割される。

吹き抜けを設けることにより
、ワークスペースに光が入る
。

壁の設置により、異なる大き
さのワークスペースを設けら
れる。

共壁を無くす事により
二棟の空間をつなぐ

ワークスペースに
アクセスできる階
段

- ワークスペース管理室
- 駐輪場
- 休憩スペース
- ストレージスペース

- ワークスペース

66 67

テラスがない、あるい
はテラスが狭い住宅に
ガーデンニングできる
提案。

街屋に特化したガーデ
ンニングブースを製品
化する。

ブースのフレームは建
築開口部に合わせて調
整できるため、色んな
街屋に対応可能。

または建築にも使われ
ている ETFE フィルム
は優れた軽さ、透明度、
耐久性と防汚性を持っ
ていて、植物を守る事
ができる。

023

ガーデンイングブース

024
ガーデンニングブース

テラスがない、あるいはテ
ラスが狭い住宅にガーデン
ニングできる提案。

街屋に特化したガーデンニ
ングブースを製品化する。

ブースのフレームは建築開
口部に合わせて調整できる
ため、色んな街屋に対応可
能。

または建築にも使われてい
るETFEフィルムは優れた軽
さ、透明度、耐久性と防汚性
を持っていて、植物を守る
事ができる。

伸縮アルミフレーム
（住居によって調整
可能）

ETFEフィルム（透明）

開閉可能

パンチングメタル（排水）
防水シート
ハニカム構造アルミ板

排水管

68 69

アーケードの柱を利用
して新しい伝達方法の
提案。

商店街や人通りが多い
場所に LEDフィルムで
柱を囲い、店の新商品
の広告などの情報を一
目瞭然と通る人に見せ
ることができる。

時間帯によって、広告
だけではなく、ニュー
スや天気なども流せ
る。

LED フィルムの設置は
テレビより手間かから
ず、フィルムのサイズ
によって盗難の可能性
もテレビより難しいと
考えられる。

024

デジタル柱

025
デジタル柱

アーケードの柱を利用して
新しい伝達方法の提案。

商店街や人通りが多い場所
にLEDフィルムで柱を囲い、
店の新商品の広告などの
情報を一目瞭然と通る人に
見せることができる。

時間帯によって、広告だけ
ではなく、ニュースや天気
なども流せる。

LEDフィルムの設置はテレ
ビより手間かからず、フィル
ムのサイズによって盗難の
可能性もテレビより難しい
と考えられる。

半透明のデジタルLEDフィルム

70 71

025

パシッブハウス _2

トップライトバージョ
ン 2 は直通型階段が設
置されている街屋向け
の提案である。

直通型階段は一階から
最上階まで階段の位置
が変わらず、一直線と
なっている。この特徴
を生かし、階段周囲の
スラブを少し取り除く
ことで自然光を取り入
れる。

なお、直通型階段がイ
ンストールされている
位置は町家の中心か後
半がほとんどであるた
め、光が建築の中にい
きわたりやすいと考え
られる。

026
トップライト ver.2

トップライトバージョン 2 は
直通型階段が設置されてい
る街屋向けの提案である。

直通型階段は一階から最
上階まで階段の位置が変
わらず、一直線となっている
。この特徴を生かし、階段周
囲のスラブを少し取り除く
ことで自然光を取り入れる。

なお、直通型階段がインス
トールされている位置は町
家の中心か後半がほとんど
であるため、光が建築の中
にいきわたりやすいと考え
られる。 or

スラブ取り除き

72 73

昔建てられた街屋の立
面にタイル張りが多く
て、経年劣化によって
タイルが取れたりする
事がよくある。
そのような街屋に壁面
緑化の提案を考えた。

タイルの壁面を緑化パ
ネルに変える。

緑化パネルに変えるメ
リット：

1. 都心部の気温上昇を
抑える効果

2. 空気の浄化

3. 建築の劣化を防ぐ

026

壁面緑化

027
壁面緑化

昔建てられた街屋の立面に
タイル張りが多くて、経年劣
化によってタイルが取れた
りする事がよくある。
そのような街屋に壁面緑化
の提案を考えた。

タイルの壁面を緑化パネル
に変える。

緑化パネルに変えるメリッ
ト：

1.都心部の気温上昇を抑え
る効果

2.空気の浄化

3.建築の劣化を防ぐ

74 75

台湾の街屋は「玄関」
という概念がなく、外
部と内部は引き戸で仕
切られている。
また夜はシャッターを
下して就寝する。
昼間はシャッターを下
ろさずため、外を通る
人は内部の様子をはっ
きりと見えてしまう。

もう一面の壁を内側に
増設する事で昼間リビ
ングにいる人もプライ
バシーを確報できて、
より安全性が高まる。

さらに仕切れた空間の
間にバイクを駐輪でき
て、盗難防止にもつな
がる。

027

二重玄関

028
二重玄関

台湾の街屋は「玄関」という
概念がなく、外部と内部は
引き戸で仕切られている。
また夜はシャッターを下して
就寝する。
昼間はシャッターを下ろさ
ずため、外を通る人は内部
の様子をはっきりと見えてし
まう。

もう一面の壁を内側に増設
する事で昼間リビングにい
る人もプライバシーを確報
できて、より安全性が高まる
。

さらに仕切れた空間の間に
バイクを駐輪できて、盗難防
止にもつながる。

PS

L DK

PS

L DK

壁の増設 階段下収納空間を無くす事で
リビング空間が広くなる。

CCDカメラ

94 95

住み手による住環境の
変化と共に、使われな
くなった住空間を削減
した提案である。

必要のない空間を削減
した事により、長屋の
うす暗い内部や、悪い
風通しを改善する事が
できて、プライベート
の庭を設ける事も可能
である。

住宅面積は減らした
が、その代わりの住環
境の質が高まる。

037

低層化
038
低層化

住み手による住環境の変化
と共に、使われなくなった住
空間を削減した提案である。

必要のない空間を削減した
事により、長屋のうす暗い内
部や、悪い風通しを改善す
る事ができて、プライベート
の庭を設ける事も可能であ
る。

住宅面積は減らしたが、そ
の代わりの住環境の質が高
まる。

Plan A

Plan B

96 97

039
市民プール

土地が限られた都心部に新
しくプール施設を設けること
は難しい事であり、そのため
に長屋を生かしたプール施
設を提案する。

連棟の長屋一階部分を削減
してプール施設を取り入れ
る。

都心部在住の人達もわざわ
ざ市立プールに行かなくて
も、仕事や学校帰りに気軽
に泳げる事ができる。

土地が限られた都心部に新
しくプール施設を設けるこ
とは難しい事であり、その
ために長屋を生かしたプー
ル施設を提案する。

連棟の長屋一階部分を削減
してプール施設を取り入れ
る。
都心部在住の人達もわざわ
ざ市立プールに行かなくて
も、仕事や学校帰りに気軽
に泳げる事ができる。

火事に備えるような役割も
常に果たしてある。 

038

タウンハウスプール

98 99

本来商業と住戸結合の施設
として作られた建築物であ
る長屋は一階のフロアしか
店舗として使用できなかっ
た。

空中に外だしの通路を作る
事で、一階だけでなく、二
階以上の縦動線で移動が可
能になり、本来住居であっ
た部屋に店舗の機能を取り
入れる事で商業施設として
使用できる。

もっと長屋に店舗の可能性
を開くためとして、将来に
向けた提案である。

039

ショッピングブリッジ

040
長屋デパート

本来商業と住戸結合の施設
として作られた建築物であ
る長屋は一階のフロアしか
店舗として使用できなかっ
た。

空中に外だしの通路を作る
事で、一階だけでなく、二階
以上の縦動線で移動が可能
になり、本来住居であった部
屋に店舗の機能を取り入れ
る事で商業施設として使用
できる。

もっと長屋に店舗の可能性
を開くためとして、将来に向
けた提案である。

住居

商業 商業

商業

住居 住居

100 101

自然光が入りずらいだ
けでなく、空気通しが
悪いのも長屋の短所で
ある。

長屋の奥に開口部を作
ることで、空気の循環
を良くし、さらに最上
階に向かってフロアを
階段状に削り、日当た
りも改善できると考え
られる。

040

パシッブハウス _3

041
環境工学 - 1

自然光が入りずらいだけで
なく、空気通しが悪いのも長
屋の短所である。

長屋の奥に開口部を作るこ
とで、空気の循環を良くし、
さらに最上階に向かってフ
ロアを階段状に削り、日当た
りも改善できると考えられる
。

82 83

台湾カルチャーの中で、昔
の結婚式や街中のイベント
は露天式が多くみられ、一
時道を通行止めにして行っ
ていた。

しかし時代の変化と共に現
在それが見れなくなり、昔
街中で人々の賑わいの風景
も薄くなってきた。

私はフリーマーケットを提
案し、日曜日限りのイベン
トとして、不定期行われた
りする。家に要らなくなっ
た物や、交換したい、売り
たいものなどは住民同士で
やりとりできるし、人々の
交流も増えてくる。

031

フリーマーケット

84 85

長屋の建設された時代、建
設した会社や増改築によっ
て、アーケード通路の段差
が異なったりする。徒歩者
にとっては少し歩きにくか
ったりするし、車椅子の人
にとっても不便な事であ
る。

その段差を減らす方法とし
て、私は高さ調整のジョイ
ントをついたパネルを考
え、パネルを低い位置の通
路に設置する事により、ア
ーケード通路を歩きやすく
する提案である。

032
フラッドグラウンド

86 87

エレベーター設置する
コストの面から考え、
隣同氏と一機のエレベ
ーターをシェアする提
案である。

建造物の間にエレベー
ターを取り入れる事
で、両側から使用する
事ができる。
また、エレベーターを
乗った際に、同じ側の
出口しか出られないと
想定し、お互いのプラ
イバシーも確保でき
る。

033

共有エレベーター

88 89

本来住戸別で使用されてい
た長屋の庭を一体化するこ
とにより、一つ大きな広場
として使えるようにする。

住民同士を誘って庭でバー
ベキューや食事したり、子
供たちも遊べたり、もしく
はガーデンニングで収穫し
た野菜もみんなでシェアで
きる。
そこで庭使いのバリエーシ
ョンが広がる。

034

シェアリングヤード

90 91

036
パブリックフロア

団地型の長屋向けの提案で
ある。団地型長屋にはパブ
リックスペースが少なく、住
宅の前には駐車スペースと
して使われる事が多い。

二階の外部にスラブを作る
ことにより、外部と内部が直
結し、住民同士をつながる広
場となる。
一階車動線の妨げにならず
、子供たちも安心に遊べる。

居室
居室

リビング

団地型の長屋向けの提案で
ある。団地型長屋にはパブ
リックスペースが少なく、
住宅の前には駐車スペース
として使われる事が多い。

二階の外部にスラブを作る
ことにより、外部と内部が
直結し、住民同士をつなが
る広場となる。
一階車動線の妨げになら
ず、子供たちも安心に遊べ
る。

035

パブリックフロア

92 93

長屋が持つ空間の性質
を生かした提案であ
る。
細長い空間の中に内壁
を設置する事で空間を
仕切り、仕切られたス
ペースは長屋の持ち主
により貸し出すことが
できる。

短期間のギャラリーや
常設の店舗など、ゲス
トにより、様々な用途
が考えられる。

036

複合施設
037
複合施設

長屋が持つ空間の性質を生
かした提案である。
細長い空間の中に内壁を設
置する事で空間を仕切り、
仕切られたスペースは長屋
の持ち主により貸し出すこ
とができる。

短期間のギャラリーや常設
の店舗など、ゲストにより、
様々な用途が考えられる。

A
B

C

D

E

F

G

A - 文房具屋
B - アンティークショップ
C - サロン
D - 画廊
E - アパレル
F - シューズショップ
G - 倉庫

118 119

長屋の側面を一部減ら
す事で、外部空間の広
がりと日当たりを高ま
る操作である。
前後から光を取り入れ
る操作と違い、側面か
ら取り入れる事で日当
たりが均一に入る事が
できる。

048

サイドデッキ
051
サイドデッキ

長屋の側面を一部減らす事
で、外部空間の広がりと日
当たりを高まる操作である。
前後から光を取り入れる操
作と違い、側面から取り入れ
る事で日当たりが均一に入
る事ができる。

120 121

長屋が取り壊された際
に細長い敷地が残され
て、新築工事が入る前
にしばらく空地となっ
たり、駐車場となった
りする。

機動性の高いコンテナ
を用いて、短期間の間
に仮設の施設として使
用する事ができる。

市民に開かれる公共施
設や、プライベートの
ワーキングスペースな
ど、様々な用途が考え
られる。

049

コンテナハウス

122 123

都心部に散々とした空
地に異なる機能のコン
テナハウスを取り入れ
る。

それぞれ異なった機能
の敷地に繋がりを持た
す事によって、都心部
に存在する現代村のよ
うに実現できる。

それが観光総合施設と
して成立する場合、一
つ観光村のように利用
してもらえる。
そして敷地の空き具合
によって、異なった機
能のコンテナが入れ替
えられる。

049-1

コンテナハウスイズ

102 103

041

パシッブハウス _4

空気の通しを改善する
ため、奥に開口部を作
り、階段動線も側面に
移動する。

そしてより日当たりを
一階まで取り入れるた
めに、オープン型の階
段に踏み場はパンチン
グメタルを使用する。

043
環境工学 - 2

環境工学 - 1の続きとしてバ
ージョン 2 を提案する。

空気の通しを改善するため
、奥に開口部を作り、階段動
線も側面に移動する。

そしてより日当たりを一階ま
で取り入れるために、オープ
ン型の階段に踏み場はパン
チングメタルを使用する。

106 107

シェアハウスの概念を
長屋に取り入れる提案
である。
プライバシー性を持つ
個室棟と公共空間を持
つ長屋二棟で構成され
ている。

個室棟（A）は長屋に内
壁を作り、全体の空間
を仕切って個人部屋を
作る。
公共棟（B）は部分的
にスラブを取り除き、
広々とした吹き抜け空
間を設けることで、個
室まで日当たりが良く
なり、全体的に空間が
大きく感じる手法を操
作している。

043

シェア長屋
046
シェア長屋

シェアハウスの概念を長屋
に取り入れる提案である。
プライバシー性を持つ個室
棟と公共空間を持つ長屋二
棟で構成されている。

個室棟（A）は長屋に内壁を
作り、全体の空間を仕切って
個人部屋を作る。
公共棟（B）は部分的にスラ
ブを取り除き、広 と々した吹
き抜け空間を設けることで、
個室まで日当たりが良くなり
、全体的に空間が大きく感じ
る手法を操作している。

ランドリー
お風呂

A 個室を仕切り、共壁無くし

ダイニング
キッチン

フリースペース

B 公共スペース追加

A B

+

108 109

本来店舗の機能を持つ
長屋住居により色んな
商業機能が使えるマル
チルームを提案する。

長屋一階の前半空間を
取り除き、生産化した
ユニットボックスをフ
ィットさせる。
用途に合わせて異なる
機能を持つユニットボ
ックスの生産が可能、
予算に合わせて素材の
変更も可能である。

全面ガラス張りのダン
ス教室、パーテーショ
ン機能を持つ画廊、水
回りが使用できるボッ
クスを飲食店、カフェ
に活用するなど、使用
者により様々なユニッ
トボックスのバリエー
ションが広がる。

044

マルチルーム
047
マルチルーム

本来店舗の機能を持つ長屋
住居により色んな商業機能
が使えるマルチルームを提
案する。

長屋一階の前半空間を取り
除き、生産化したユニットボ
ックスをフィットさせる。
用途に合わせて異なる機能
を持つユニットボックスの生
産が可能、予算に合わせて
素材の変更も可能である。

全面ガラス張りのダンス教
室、パーテーション機能を持
つ画廊、水回りが使用できる
ボックスを飲食店、カフェに
活用するなど、使用者により
様々なユニットボックスのバ
リエーションが広がる。

ミラーウォール付
ダンシングボックス

パーテーション付
ボックス

水回り機能付ボックス

110 111

長屋のリビング機能を
持つ場所は一階にある
事が多く、しかし一階
は特に日当たりが悪
く、アーケードに通る
人も中に覗けて、プラ
イバシー面も決して良
くはない。

日当たりのいい最上階
にリビング空間を移
し、建物の一部を削る
事で広々としたデッキ
スペースもとれる。

045

デッキのある長屋

居室居室

居室

リビング キッチン

居室

フリースペース

リビング キッチン

112 113

本来、長屋の各フロア
は内部にある階段で連
結していて、一棟の建
造物として一人が所有
する。
階段を外だしすること
で、他のフロアには立
ち入らず、アクセスし
たいフロアに直接アク
セスができる。セキュ
リティー面も高まって
いる。

そうする事で、階と階
は干渉せず、異なる用
途、異なる管理者によ
って使用可能。

046

フロア独立化
049
フロア独立化

本来、長屋の各フロアは内
部にある階段で連結してい
て、一棟の建造物として一人
が所有する。
階段を外だしすることで、他
のフロアには立ち入らず、ア
クセスしたいフロアに直接
アクセスができる。セキュリ
ティー面も高まっている。

そうする事で、階と階は干渉
せず、異なる用途、異なる管
理者によって使用可能。

住居

住居

住居

住居

オフィス

店舗

114 115

本来、長屋の各フロア
は内部にある階段で連
結していて、一棟の建
造物として一人が所有
する。
階段を外だしすること
で、他のフロアには立
ち入らず、アクセスし
たいフロアに直接アク
セスができる。セキュ
リティー面も高まって
いる。

そうする事で、階と階
は干渉せず、異なる用
途、異なる管理者によ
って使用可能。

046-1 

フロア独立化

116 117

台湾で長屋に住む人ご
みの出し方は一週間決
められた日に、ごみ収
集車が来る合図として
音楽を流しながら駆け
回って、ごみ収集車が
家の近くに来たらごみ
を出して捨てる。
決められた時間にごみ
を出さないといけない
のは長屋住まいの不便
な所である。

住宅にごみ収集システ
ムを取り入れる事で、
自宅にたまったごみは
集荷員が勝手にレール
を下ろして回収してく
れる。

047

ごみ収集システム

050
ゴミ収集システム

台湾で長屋に住む人ごみの
出し方は一週間決められた
日に、ごみ収集車が来る合
図として音楽を流しながら
駆け回って、ごみ収集車が
家の近くに来たらごみを出
して捨てる。
決められた時間にごみを出
さないといけないのは長屋
住まいの不便な所である。

住宅にごみ収集システムを
取り入れる事で、自宅にたま
ったごみは集荷員が勝手に
レールを下ろして回収してく
れる。

ごみ収集箱

収集システムに対
応したごみ収集車

誘導レール

ごみ貯まる量
パーセンテージ

60 61

台湾の街にある看板は
サイズやデザインに統
一性がなく、店の名前
が見ずらいのと街全体
が雑に見えてしまう。

突き出しの看板ではな
く、立面の一部を削り、
看板と建築を一体化提
案する。

決められた範囲のなか
で、自由に看板のデザ
インをする事ができ
る。バックライトもつ
いているので、夜もは
っきり見える。

020

レンタルオフィス
021
看板の統一

台湾の街にある看板はサイ
ズやデザインに統一性がな
く、店の名前が見ずらいの
と街全体が雑に見えてしま
う。

突き出しの看板ではなく、
立面の一部を削り、看板と
建築を一体化提案する。

決められた範囲のなかで、
自由に看板のデザインをす
る事ができる。バックライト
もついているので、夜もはっ
きり見える。

台湾街の看板

LEDバック
ライト付き

104 105

街中に存在している歩道橋
は毎日多くの人々に使わ
れ、安全に道路を渡るため
欠かせない建設である。

毎日利用される歩道橋に少
しでも変わる事で、市民の
日常も少し変化をもたらす
事ができる。

既存の歩道橋に道路の幅を
広くする事で、ベンチのあ
る休憩スペースや、小さな
ギャラリースペース、もし
くは暑い日に一息ほっとで
きる簡易カフェを設ける事
ができる。

042

歩道休憩橋

045
歩道休憩橋

街中に存在している歩道橋
は毎日多くの人々に使われ
、安全に道路を渡るため欠
かせない建設である。

毎日利用される歩道橋に少
しでも変わる事で、市民の日
常も少し変化をもたらす事
ができる。

既存の歩道橋に道路の幅を
広くする事で、ベンチのある
休憩スペースや、小さなギャ
ラリースペース、もしくは暑
い日に一息ほっとできる簡
易カフェを設ける事ができる
。

ルーフ

休憩スペース

ギャラリー

カフェ

歩道橋

124 125

昔の長屋外壁にタイル
仕上げが多く、経年劣
化によりタイルが剥が
れたり落ちると危険に
もつながるため、剥が
れ防止対策として既存
外壁の外側にさらに一
層のワイヤーメッシュ
を設置する。
設置されたワイヤーメ
ッシュも植栽を育てら
れたり、住民の趣味に
合わせて活用できたり
する。

050

タイル剥がれ防止

既存タイル

補強用金網

126 127

051

鉄筋活用

長屋スラブ一部のコン
クリートを取り除くと
鉄筋が露出し、鉄筋を
曲げたり形を変える事
でインテリア一部とな
ったり（右上図）、薄
暗い長屋の内部にも自
然光が入る。

128 129

直通階段で構成されて
いる長屋の内部は階段
空間に前半後半に仕切
れられる。

より奥行きを深く、広
く見せるために、壁に
挟まれている階段を透
かし階段に変更する、
視覚的の広さだけでな
く、空間的にもっと多
用の使い方もできる。

052

ユニットステアズ

130 131

長屋の住み手は屋上に
違法の増築をする事が
多く、元々四階築の建
物を五、六階にする事
であったり、低層階の
建造物に負荷がかか
り、危険にもつながる。

建築のボリュームを付
け加えるでなく、伸縮
可能のネットを加える
事で、使用シーンによ
って活用できるし、
元々の建築物にも負荷
かからない。

053

ルーフネット

132 133

長屋の構造は強化レン
ガ造が多く（梁、柱は
コンクリート、間の壁
空間はレンガ壁造）、
不要長屋のレンガ壁を
取り除く事で、梁柱に
よって構成する空間に
なる。

柱梁の間に公共施設を
加える事で柔軟性のあ
る公共空間となる。

054

躯体の活用

134 135

ステンレス窓サッシが
少なかった時代に鉄の
サッシが主流だった
が、職人の手によって
様々な可愛い模様が作
られ、現在このような
窓サッシを作られる職
人はもはやほとんどい
なく、錆びにくいステ
ンレスのサッシが主流
となった。

長屋解体時に窓サッシ
を再利用し、例えば盆
栽をおけられる枠にし
たり、美しい時代もの
を再利用する提案であ
る。

055

窓サッシの再利用

136 137

長屋の構造は強化レン
ガ壁造で、解体時のレ
ンガ産業廃棄物が発生
する。

それら不要のレンガを
公共アイテムに再利用
したり、道路の舗装な
ど様々な使い方が可能
と考えられる。

056

ブリックリユース

138 139

直入タイプの長屋に向
ける提案である。

すぐ道路に隣接してい
る住宅は車やバイクが
通るたびに騒音がした
り、外から簡単に内部
の様子を覗ける。

立面を内側に 2~3m セ
ットバックし、道路に
隣接側にさらに一の壁
を建てる事で中間領域
が設けられ、プライバ
シーや騒音問題も減少
できる。

立面の素材を変える事
で、異なる表情の顔と
なったり、光の取り入
れ具合も変わる。

057

プライバシーウォール

カタログページ一部



応用カタログとは

　応用カタログ集は、自ら基礎カタログを用いて

設計に応用した「試作集」である。

第三者が基礎カタログを用いてリノベーションに

取り入れる「ボトムアップ」の方法論に対して、

自らの設計においては「トップダウン」の手法で

あると認識する。そこで、基礎カタログを用いて、

サステナブル性のある公共空間として発展しいく

ことは、論理的に持続的な長屋再利用方法につな

がるのではないかと考え、仮想パブリックコミュ

ニティー作りに着目した。

応用カタログに関しては、実際にある敷地をリサー

チした上で設計するというスタンダードの手法で

はなく、仮設の敷地を用いて検証するという方法

である。

仮説の敷地とは、台湾都市計画構成から抽出した、

最も多く存在している、建築ボリュームと道路（動

線）の関係性を示す、空間の「パターン」である。

つまり、自ら想定した正方形の敷地フレームに、

建築ボリュームと複数動線構成を用いて構築した

ものが「仮説敷地」であり、異なるタイプの動線

とボリュームの配置により、異なるパターンの敷

地が生じる。仮説の敷地は、基礎カタログとパブ

リックコミュニティーを結びつける媒質のような

ものとして考えれば良い。

応用カタログにも、基礎カタログと同じよう、イ

ンデックス、オペレーション、ジャンルを示す指

標があり、ここにおけインデックスとは、利用し

た仮説の敷地タイプと基礎カタログ、そして基礎

カタログ同士のリレーションシップを示す図式。

オペレーションは応用カタログにおいて、パブリッ

クコミュニティーがどう発生したかを示している。

応用カタログにおける操作方法や仕方は、すでに

決まった選択肢の中からあげるのではなく、使用

した仮説敷地のタイプとカタログの構成によって

変化する。

ジャンルは提案の中でどのよな内容、どのような

シーンが行われているかを示しているものである。

仮説敷地タイプ

仮説の敷地とは、台湾都市計画構成から抽出した、

最も多く存在している、建築ボリュームと道路（動

線）の関係性を示す、空間の「パターン」である。

横断

Splite       S-1 l S-2

分岐

Branch     B-1 l B-2

折り返し

Reture     R-1 l R-2

サークル

Circle                C -1

曲がり

Tune                 T -1

 Site    Catalog  Relationship  Genre

Operation

10 11

長屋映画館が誘い水の役割 
を果たしす、通りかかる人 
を誘発し、敷地内に呼びか 
け、折り返しパターンには 
閉じられた道路内敷地の特 
性を持っており、長屋から 
リサイクルしたレンガを敷 
地内にベンチを配置し、映 
画を楽しんだ後ちょっとし 
た腰掛けできたり、会話の 
できる場所となる。

001

アイテム _1

No.19

No.53

No.16

R-1 No.16 長屋映画館 No.19 屋台柱 No.56 レンガ再利用 隣接関係

娯楽

飲食

 Site    Catalog  Relationship  Genre

Operation

12 13

T 字路の頂点に集客性が持
つ特性を生かし、市民に開
放したパブリックスペース
でイベントを開催すること
ができる。上階はイベント
計画者のワークスペースと
して貸し出し、不定期的イ
ベントを開催することで市
民たちにパブリックコミュ
ニティーを絡ませると考え
る。

002

アイテム _2

イベント

ワーク
No.48

No.03

B-1
003
多目的スペース

増設階段
構造鉄骨柱

入居者の減少などの理由
によって、生活に必要な面
積が少なくなるため、最初
建てられた面積に余計の空
間が生まれてくる。

三、四階だけ住居の空間と
して残す、一階二階空間を
無くして、イベントホールと
して貸出することができる。

イベントのないときは駐輪
場として使用したり、道路に
対して横の動線となったり
することもできる。

No.03 オープングランドフロア No.47-1 フロア独立化  同一関係

 Site    Catalog  Relationship  Genre

Operation

14 15

個人住宅の拡幅したバルコ
ニーを運動の人々にオープ
ンし、一息休憩のできる休
息場、さらに運動人同士の
会話できる場所となる。

003

アイテム _3

No.05

No.11

S-1
005
バルコニー拡幅

建設された当時の街屋は大
体バルコニーの奥行が浅く
、洗濯物や盆財置きとして
使えるようなスペースぐらい
しかない。

壁を内側にセットバックす
ることで、バルコニーの使え
方が広がる。

例えば家族全員がテラスで
食事ができたり、ハンモック
をかけて休んだり、もしくは
バーベキューもできる。

No.05 ワイドバルコニー
011
ジョギングパーク

ジョギングパーク

高密度の都市の中で、運動
したいときにジムに通う事
はたくさん人の選択しであ
る。

ジムだけではなく、街屋に
囲ってジョギングルートを
作ることで、市民に新たな
運動する場所を提案する。

お金かからない一方に都市
風景も楽しめる。

No.11 ジョギングパーク 隣接関係

スポール

休息


